
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由意見の抜粋 
・とても活発に意見が出されてよい意見交換ができた。 

・1 回目で出た問題点などと共有化しながら今日のワークショップにつながっているのか、少し不安。 

・時間内にまとまり、知らない地域の方と交わり、筑紫のことを見つめなおし、意見し合えるのがすごい。 

・グループ別にした方が意見をまとめ易く、活発に情報交換が出来る。 

・地域の目指すべき目標を考えていきます。楽しく交流を出来るようにがんばってまいります。 

・参加者に高齢者が多いので、考え方に偏りがある様に感じる。 

・新コミュニティの組織・運営方法の議論が全く無い。どう関わっていくかが想像つかない。 

・いろんな地区の人と会話ができることが良い。具体的な目標が少しずつ見えてきている。 

・各地域の初めての顔ぶれの人との交換会は新鮮だった。 

・新しいワークショップのやり方に時間を追われる様に終了してしまう。楽しいワークショップになった。 

・まとめを見ると、良くできていると思った。前回より、少し具体的な話になり、活発な意見も出た。 

・地域のことをあまり知らない。もっと知る努力をしたい。 

・意見集約のテクニック消化が目的化し、何のために話し合っているかの意識が皆になかった。 

・グループ討議はとても良かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりを支える新たな組織づくりを目指して、これからのまちづくりについて多くの住

民の皆さんと語り合う「第３回コミュニティづくり学習会」を 10 月 31 日（木）カミーリヤ

視聴覚室で開催しました。 

学習会には 85 名の方々が参加し、10 班に分かれて、「まちづくりの目標を考える」をテー

マに、「こんな筑紫地域にしたい」「こんな筑紫地域になったらいいな」といった地域への想い

を各班で活発に話し合いました。 

筑紫野市 筑紫地域 

コミュニティづくり学習会 ニュース 第２号 

まちづくりの目標について話し合いました 

第４回 コミュニティづくり学習会のお知らせ 
第４回の学習会は、筑紫地域の「目標の実現のための活動」をテーマに話し合います。これまで学習会

に来たことがない方でも参加できます。多くの方々の参加をお待ちしております。 

日時：12 月 6 日（金）19：00～ 2 時間程度    場所：カミーリヤ 視聴覚室 
問合せ先 市民協働推進課 地域コミュニティ担当 （092－923－1111 内線 211・212） 

発行：平成 25 年 11 月 筑紫地区区長会 

筑紫野市 市民協働推進課 

 

 

①取り組みの周知と理解 

②地域の現状の共有 

③③③③まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの目標目標目標目標づくりづくりづくりづくり    

④目標を実現する活動と体制 

 

 

学習会の企画や論点を

整理する 

学習会 企画会議 

 

 

コミュニティ組織の体

制や規約を検討する  

これからの予定 

設立準備会 

報告会 

第 3 回学習会 参加者アンケートの結果（抜粋） 

グループ内の話し合いは？ 

話し合ったまちづくりの目標は？ 

地域コミュニティづくり 

筑紫野市では、区や自治会より広い範

囲でのまちづくりを支える組織として、

「地域コミュニティ運営協議会（市内に

7 つ）」を整備し、これから迎える超高

齢社会に対応するための「協働によるま

ちづくり」の取り組みを行っています。 

これからの地域のあり方を考えるた

め、地域で活動する団体や住民の方々が

参加する学習会を開催しています。 

学習会の印象は？ 

次回の学習会の参加は？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 班 2 班 3 班 4 班 5 班 

・緑と空気を満喫 

・安全安心の町 

・育てよう将来の宝 

・住み続けられる町 

・歴史の保存と伝承の

まち 

・子どもが安心して育

てられる町 

・高齢者が笑って移住

したくなる町 

・地域づくりつながり

のある町 

・あいさつのできるあ

たたかい町 

・自然と歴史豊かな筑

紫 

・暮らしやすい筑紫 

・全員参加の町筑紫 

・ホタルが舞う町 

・歴史を大切にする町 

・子どもの笑い声 

・元気な高齢者が多い

町 

・すべての人の絆 

・生活の便利なまち 

・オリンピックに選手

を 

・自然を大切にする筑

紫 

・安心・安全な筑紫 

・高齢者いきいきな筑

紫 

・つながりある筑紫 

6 班 7 班 8 班 9 班 10 班 

・自然環境を大切にす

る筑紫 

・明るい子どもが多い

筑紫 

・高齢者を大切にする

筑紫 

・元気な挨拶ができる

筑紫 

・花いっぱい緑いっぱ

いの筑紫 

・便利で安全な筑紫 

・子どものパワーがあ

ふれる筑紫 

・高齢者にやさしい筑

紫 

・思いやりのある筑紫 

・ふれあいと癒しのあ

る筑紫 

・ふるさとのまち筑紫 

・子どもが明るく笑顔

が見える街 

・高齢者が元気になる

筑紫 

・人と人が支え合う街 

・自然（環境）豊かな

筑紫 

・歴史豊かな筑紫 

・心豊かな筑紫 

・元気でにぎやかな筑

紫 

・ホタルの飛ぶ町（き

れいな川） 

・歴史と祭りの町 

・未来に夢のある町 

・人にやさしく明るい

町 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの目標は？（各班の目標のタイトルを紹介します） ６つの切り口で現状をみてみると… 

「こんな筑紫地域にしたい」「こんな筑紫地域になったらいいな」、まずは自分自身のこれからの

筑紫地域への想いを付せん紙に書き出しました。 

その想いを班のメンバーの方々に伝え合い、同じような内容の付せん紙をまとめながら、これか

らのまちづくりの目標について話し合いまとめました。 

第２回の学習会でまとめられた筑紫地域の魅力と問題か

ら、現状を確認する切り口として、「自然・環境」 「歴史」 

「安全・安心」 「高齢者支援」 「子ども・子育て」 「地

域のつながり」の６つを設定し、切り口ごとに日常の実感

から５段階で点数をつけてみました。 

そして、みんなで話し合いながら班としての点数をまと

め、その理由（良い理由と悪い理由）を整理しました。 

①想いを書き出して        ②班の方々に伝えて         ③同じようなものをまとめて 

2.5～4.0 

3.0～4.0 

3.0～4.0 

3.0～4.0 

3.0～4.0 

4.0～5.0 


